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5/12（日）に2024年度定期総会を、
多くの来賓の方々会員（団体・個人）の
方々のこ参加をいただき開催しました。
皆様に事業報告・方針等についてこ理
解いただき無事終了することが出来ま
した。有難うこざいました。

お約束した事業方針に沿って、新しい理事の方々の提案等も活かして、街の：
方々のために協力して活動いたします。今後ともこ支援·こ協力をよろしくお：
願いいたします。

一方、議案審議後に行った（今後の地域福祉活動についての自由意見交換）
はとても有意義な場になりました。子どもたちから高齢者まで幅広く目を向け：
ること、そして連携・協力して活動することの大切さを確認 ・ 共有する機会で！
も有りました。貴重なこ意見を有難うこざいました。改めて話し合う場を設け：
たいと思っており、後日こ案内させていただきます。こ参加よろしくお願いい：
たします。

屯••li-im.$ゃ

i亨?“'ーと？-......... 

夏··

三＇活互、り編雪類箆翻］攣昇贋誓百甕農戸旦、ロ｛王竺で三：で1}者の日常生活 ・ 地域社会への参加に関する調査」によると、「自分には芸芦霞［電攣嘉墨筐汎甕甕づくり」に取組むキッカケづくりのため� 1年間の 「チャレンジ企
画」を実施します。地域で特別の技量を持った方が、地域交流に活
かしたいが1人では何もできないなどいるいるな事情を持っている
方からこんなことをやってみたいなどの提案があれば、玉ちゃんサ ＇

ービスが実施をお手伝いしたいとおもいます。既に rお花見会」を
実施し、今後、「銭太鼓を聞く会」、「ピザ窯のピザを味わう会」など
いろいる楽しいことを検討していますo．これといった、アイデアが
ありましたら、玉ちゃんサー ビスまで己連絡いただければ検討した
いと思います。

罪諸』i動協力

玉川学園地区社協
では 「この地域に住
んで良かった」と感

じていただけること
を目指して活動して
います。私たちの活
動に賛同してくださ
る方の活動面 ・ 資金
面での協力者を募集
しています。（年会費
ーロ 500円、何□
でも可）
問合わせ先：地区社
協事務所 (81 0-2 
0 6 2) 

-------《広告襴》—--------------------------------------------------------------------------------------------

ー・ー・一・一•一•一'9
「地区社協ニュ ース」に

広告を乗せてみませんか
スペースは本誌の表面下部
1枠：5cmx8cm（モノク
D)広告料： 1枠 3000円
印刷部数：6000部（隔月、
年6回）掲載こ希望の方は
入稿形式などこ相談くださ
い→地区社協事務所へ
(810-2062)

-·-·-·-、··-●,.

“ 嶋：玉ll1学·に紐憧重さん

てデ 遣園・櫨＊屋撞塵—ふくにわー

劃叫雛・顧諏1•肩齢肩旱入れ
履

電話書号： 070b-4b0-2928
詳しくさ「lukuZ8.com」で構饗）
所四：玉III学園8-92-3 @ 
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く街かど・なんでも相談室＞
スケジュー ル通りで開設しています。
5/28（火）はコミュニテイセンター・テラスで『こ近所さん会＊お庭力

フェ』と一緒に開設しました。街の方々に交流の場として楽しんでいただ
きました。今後も 皆さまが楽しんでいただく場も心がけたいと思います。
気軽にそして安心してお立ち寄り下さい。2名体制でお待ちしています。

► ．置町口 ＂ ーー一＇ー
］ ＊ ！ 中ー か”“mI 
②応店会

センター ぃ TE t oTE

テラス ll!町五ヽh

今後の日程 （時間： 13:30~15:30／無料）
第2日曜日 1 第3月曜日 1 第4火曜日

コミュニテイセンター・テラス：②商店会TEtoTE :①コミュニティ
11、9/8 i 7/15 、
-~--• ← -l 9 I —·←·--·-｀゜ータ・1..----·---一ーベt— -ー-_-―̀ ---_-�―▼�9 -— -9-~貪

く活動報告•お知らせ＞
二以上工房

活動場所：地区社協事務所(7-4-17-101)
活動日：第1火曜日10:00~

6/1のぬぼこ山のバザーに出店しまし
た。夏は夏用糸の作品を中心に製作してい
ます。冬に向けて、こ自宅に眠っている毛

霞芦‘と｀言

くわが街・くらしのアンケ ー トからの活動＞
わが街を知ろう、学ぼう

町田産野菜販売二交流
販売日：毎火・木10時～ （7-6-2星野様宅ガレージ）

玉川学園地域のまちづくりは、1929（昭和4)年4月の
学園創立、駅開設に始まりました。創立者である小原國芳氏
がここの美しい丘陵地帯に魅せられたことは、この地を選ん
だ理由の1つだったとのこと。 「玉川」は由緒ある 「多摩・
多摩川」に因んだもので、「玉」は詩歌等にもよく用いら
れ、また、書きやすく明るい字体であるから 「多摩」に替え
て用いたとしています。（小原氏談話からの推測）

「玉川学園」は、学校名・駅名・地名が同一であるという
極めて珍しいケースだそうです。学校と私たちの 街は切り離
しては考えられないということで、今年度のテーマを決定し
ました。
r-------------------------------------, 

，＊テ ーマ：玉川学園の教育とまちづくり
＇＊見学会： 日時2024年10月26日（土） 午前中
I 内容 ①玉川大学教授・佐久間裕之氏の講話 l 

②学校内の散策し―----------------------------------
学校内を見学できる機会でもあります。皆様、ぜひこ参加く

ださい！受付開始日・受付方法のお知らせは、次号で。
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